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Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245 Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2 Tel.044-435-7000        
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41 Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1 Tel.044-766-9724
 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5 Tel.044-455-1800
 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12 Tel.044-411-9800
 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-17 Tel.044-722-3617         
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1 Tel.044-433- 3338
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月1-35-7元住吉ＧＳビル2F Tel.044-430-6963
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F Tel.044-577-4288
 ・花屋 Bianca 中原区木月1-26-19 Tel.044-422-7015
・鉄板焼　 ゆうき亭　中原区木月1-28-16 Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメル ヘアーデザイン 中原区木月1-32-10中嶋ビル1F Tel.044-872-7375
・パン リップル 中原区木月3-10-20 Tel.044-863-6554
・カイロ、整体 ABCカイロプラクティック 中原区木月3-20-16 柳沢ビル 1F Tel.044-434-4342
・コーヒー専門 MUI（旧 もとえ珈琲） 中原区木月3-13-2 Tel.044-767-1368
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1 Tel.044-754-1156
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27    Tel.044-766-0850
・コミュニティカフェ イダカフェ 中原区井田中ノ町33-9 Tel.044-799-7127
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2 Tel.044-766-6022
・広告制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町33-7 Tel.044-797-2430
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1 Tel.044-797-5692
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町8-2 Tel.044-755-0273
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・介護センター ツクイ川崎中原 中原区木月2-8-5 Tel.044-431-0027 
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10 Tel.044-750-0374
・飲み喰い処 粋い仙ん 中原区木月2-20-47 Tel.044-411-8980
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・STEAK  ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7 Tel.044-433-4129
・お茶 金子園 中原区木月2-2-36 Tel.044-411-5877
・Sステーション ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1 Tel.044-411-5863
・サンドウィッチ ベトナムウィッチThao's 中原区木月2-1-1 Tel.044-982-3299
・鍼灸院　 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401 Tel.044-433-2880
●元住吉近郊
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1 Tel.044-588-9688
●武蔵小杉近郊
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13 Tel.044-722-0024
・カフェ COSUGI CAFE 中原区小杉町１-403-53 COSUGI VILLAGE1F Tel.044-543-9151
・紅茶専門店 Tea House ローズマリー  中原区小杉町70-4 Tel.044-733-1076
・カフェ フォレストコーヒー 小杉サライ通り店 中原区今井南町428-9 Tel.044-819-8822
●東横線沿線
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F Tel.045-929-1005
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8 Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4 Tel.03-3408-5406
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル Tel.045-211-2200
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※上記サポーター記載は無料です。

6月4日（日）13:30~
音友会ジャズカフェ
場所イダカフェ
6月15日（木）12:10～
ランチタイムロビーコンサート
場所生涯学習プラザ１階ロビー
6月17日（土）17：30～
くじら座
inアコースティック・ライブ
場所イダカフェ
6月 18日（日）13:30~
音友会ジャズカフェ
場所イダカフェ
6月26日（月）13:50～
ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
場所イダカフェ

ヴァイオリニストの
田島華乃です。

連載 18

ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
6月26日（月）「イダカフェ」
開場：13:30／コンサート：13:50～14:30

コミュニティーカフェ イダカフェ
中原区井田中ノ町33-9

イダカフェ

音楽演奏会、写真や絵画を展示したい、
手作り雑貨を販売したい、など各種教室に

井 田 小 学 校 正 門 前

6月15日（木）川崎市生涯学習プラザ１階ロビー
12:00開場／12:10開演／12:40終了予定／料金：無料

第56回

ランチタイムロビーコンサート

元住吉の気軽な音楽会

音楽が好きな方、
一緒に楽しみませんか？
ボランティアスタッフ募集中！ 090-9398-2889（担当：塚田）

ontomo.jp

レコードコンサートやライブイベント
等、地元「元住吉」周辺での企画や運営
を一緒に楽しみませんか？年齢・性別・
国籍問わず。ただし、あくまでもボラン
ティア精神で。いっしょに「川崎・音楽の
まち」を楽しみながら推進しましょう！

2017インターナショナル・
フェスティバルin カワサキ

グローバル・セミナー
「イスラームを知ろう」❶

参加費

お問い合わせ・ご予約は
kano.otonoya@gmail.com

15:00～、15:30～

7月2日（日）
10時～16時30分

7月8日（土）
10時30分～12時

グローバル・セミナー
「イスラームを知ろう」❷
7月22日（土）
10時30分～12時

ママのおひざで聴く
ヴァイオリン、
取材を受けました。

くじら座inアコースティック・ライブ
6月17日（土）「イダカフェ」

川崎市国際交流センター

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41

●お問い合わせ
くじら座
kujirazarecords@gmail.com
or
twitter.com/kujirazainfo

●お問い合わせ
（公財）川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

http://ontomo.jp/

1～3時間迄￥3,000、1日レンタル￥5,000

　読売新聞の武蔵小杉販売店
が発行している地域情報紙「さく
ら」（フリーペーパー）の取材を受
けました。5月20日発行です。
　「さくら」は、読売・神奈川･日経
新聞に挟み込んで配達されます。
4月24日にイダカフェで行われた

【出演】
恵梨と恭子
【プロフィール】
フルート：横山恵梨。東京都出
身。洗足学園音楽大学フルート
科卒業。現在ピアノ・フルートの
個人講師として指導にあたりな
がら、「お着物奏者」としてフ
ルートピアノで東京以外でも幅

モトスミ Jazz Night 委員会　　Mail:motosumijazznight@gmail.com　TEL 050-5275-5740詳しくは

広く演奏活動を行う。
ピアノ：雨宮恭子。フェリス女学
院大学音楽学部卒業、同大学
院音楽研究科修了。 2011
年、ニューイヤーコンサートにて
神奈川フィルハーモニーと共
演。現在は、フェリス女学院大
学非常勤副手を経て、洗足学
園音楽大学演奏要員。 ▲雨宮恭子

▲横山恵梨

日本に暮らすムスリム
講師：桜井啓子
（早稲田大学イスラーム地域研究機構長）
　日本で学び、働き、結婚し、

子育てをするムスリム
が増えています。
　彼らの暮らしをとお
して、日本の今を考え
ます。

モスクに行ってみよう！（任意）
●日時：7月29日（土）14時
●集合場所：代々木上原駅
●参加費：1,020円（2回分）
　1回のみ 710円（事前支払）
※モスク見学のみの受付はしており
　ません。（セミナー受講者に限ります）
●定員：30名
●申込方法：
　電話、FAX、メール、来館にて

　世界各国の踊り、音楽、物
産が集まります！たくさんの人や
文化と交流できる、“アツくて楽
しい”フェスティバルです。ぜひ
お越しください！

イスラームって何？
講師：アンダンテ・ハディ
（東京工業大学講師）
　コーランとは？ラマダンとは？
礼拝の仕方は？
ハラル料理と
は？などイスラー
ムの基本につい
てご紹介します。

（9：00～21：00まで）

【曲目】
枯葉／虹の彼方に／見上げ
てごらん夜の星を／私のお気
に入り／カーペンターズメド
レー／ラベンダーの咲く庭で

「ママのおひざで聴くヴァイオリン
コンサート」を取材していただき、
コンサートの様子と、私や参加し
たママ達へのインタビュー、写真
等が掲載されます。
　以前にも別の親子カフェでの
コンサートの取材を受けた事が

あるのですが地域に密着した『こ
んな親子向けイベントがあります
よ』という情報発信はママ達に
とってとても喜ばれるというお話
を、記者の方から聞きました。
　どんどん広まって、親子の笑顔
が増えると嬉しいです。

▲以前の取材の様子

演奏予定
「トロベーといっしょ」
「上を向いて歩こう」等

ゲストに女性ユニット「PUCA」を
迎えたライブです。
https://pucapuca.jimdo.com/biography/

17:00開場／17:30開演
料金：ライブチャージ￥1500
+ご飲食代
（高校生以下はライブチャージ無料）

イダカフェfacebookで演奏発信中！！



　「レコード喫茶・ジャズ・カフェ」の内容は、
第１日曜日が参加者の方々が気軽にレ
コード・CDを持参して楽しむ「ポップスから
ジャズまで」、第３日曜日は「ジャズ専科定例
会」として開催、内容も１部が参加者による
持参のレコード、CDを聴く「持ち寄りタイ
ム」、２部はスタッフおよび参加者が当番制
で担当する「DJ(ディスクジョッキー）タイム」
になります。
　４月のこの日は早々に女性の方がジャズ
のレコード、ＣＤを持参で参加してくれまし
た。テナー・サックスのハンク・モブレーに魅
せられて「モブレーのレコードとレコードプ
レーヤ」を購入。その後レコードは少ないで
すがジャズのＣＤは聞くもの聞くもの欲しく
なり今では５００枚くらいになってしまったと
の事でした。今回２回目の「レコード喫茶・
ジャズ・カフェ」に参加ですが「もっとジャズ
を勉強したい、聴きたい」と音友会のボラン
ティアスタッフ参加になりました。
　2部DJの前半は特集で「穐吉敏子と
JAZZジャイアンツとの出会い」でした。プロ
グラム順に記しますと、初のレコーディング
の機会を与えてくれたオスカー・ピーターソ
ン、バークリー音楽院の後輩となった渡辺
貞夫、ピアニストの師バド・パウエル、最初
の夫チャーリー・マリアーノ、絶望期を救っ
てくれたチャールス・ミンガス、音楽家として
の師デューク・エリントン、ジャズを止めよう
とした時に支えてくれたジョン・ルイス、そし
て現夫で一番尊敬するミュージシャンとした
ルー・タバキンで、それぞれの方とのゆかり
のある曲が取り上げられました。今年88歳

になろうとしている穐吉さんですが、人種の
るつぼであるアメリカに単身で渡り、ジャズ
プレーヤーとして最高の栄誉となる“ジャズ
マスター”の称号を受けるまでの苦しくて長
い道のりは、代表曲のひとつ『Long  
Yellow Road』①に名実ともに織り込まれ
ている感じがしました。
　DJタイムの後半は「MOTOR CITY TO 
BIG APPLE」と題し、自動車の街デトロイト
からジャズの中枢ニューヨークへ出てゆき、
即座に成功した実力者たちに焦点を当て
た企画でした。ミシガン州デトロイト出身の
ジャズマ ンが多いことは有名で、ポール・
チェン バース (b)、ケニー・バレル (g)、トミー・
フラナガン (p)、ドナルド・バード (tp)、カーティ
ス・フラー(tb)、ペッパー・アダムス(bs)など、
そうそうたる顔ぶれが揃っています。
　スタッフによるDJは、ダグラス・ワトキン
ス、ケニー・バレル、J.R.モンテローズ、ト
ミー・フラナガンの面々のリーダーアルバム
を持参され披露してくれました。初めて見る

ジャケットばかりで、コレクターレベルの高さ
を再認識いたしました。トミー・フラナガンと
ダグラス・ワトキンスはジャズレコードの金字
塔「サキソフォン・コロッサス」で共にバック
をつとめているとの説明もありました。通称
ダグ・ワトキンスが演奏するアルバムは『ワト
キンス・アット・ラージ』②でした。彼は、ハイ
スクールで同級生であったポール・チェン
バースとはいとこ同志でしたが、27歳という
若さで夭逝した伝説の天才ベーシストと言
われていますね。死因となった自動車事故
で亡くなったジャズ・ミュージシャンも少なく
ないですね。ビックネームではクリフォード・
ブラウン (1956)もそうだし、ビル・エヴァン
ス・トリオで活躍した私の大好きなスコット・
ラファロ (1961)もダグ同様、将来を嘱望さ
れた素晴らしいベーシストでした。また次回
も皆さまの参加をお待ちしています。（参加
者Ｋ.Ｔ記）

　BGMに凝っているお店って減ってしま
いましたよね。音楽好きの人が少なくなっ
てしまったのでしょうか？ジャズ喫茶やロッ
ク喫茶をはじめ、オーナーさんの好みの音
楽を「さぁ、どうだ！良いだろ！」って流してい
るお店は珍しくなってしまいました。私が
初めてバイトしたお店（飲み屋さん）には
JBL4343と言うド迫力のスピーカーが壁
に埋め込まれていて、毎日、閉店時には
キース・ジャレットの「ケルンコンサート」A
面を大音量でかけていました。それなりに
ポリシーがあったんですね。
　元住吉の良く行くお店で、BGMが気
に入っているのは上島珈琲店です。いつ
も1955年頃から61年頃に録音されたと
思われる（？）ハードバップが流れていま
す。店長さんの趣味なのか会社の方針な
のかはわかりませんが、素晴らしいです
ね。と言うのも、私が一番好きなジャズが
ドンピシャでこの時代なのです。ブルー
ノートで言えば1500番台と4000番台で
すね。
　という訳で、今回ご紹介させていただく
のはその時代で一番好きなテナーサック
ス奏者“ティナ・ブルックス”です。良く「幻
のテナーマン」と言われています。何故な
ら、ブルーノートレーベルにおいて、1958
年から61年にかけて4枚のリーダー作を
録音したのですが、発売されたのは
“TRUE BLUE”①ただ1枚だけだったか
らです。特に3枚目の”BACK TO THE 
TRACKS”②はレコード番号もジャケット
写真も決まり、カタログにも載っていたの

に、結局発売されなかった！1985年に
なって初めて陽の目を見るのですが、その
内容は素晴らしく、何故お蔵入りになった
か謎ですね。後日、アルフレッド・ライオン
（プロデューサー兼社長）に聞いたら
「さぁ、覚えてないなぁ」とつれない返事
だったそうです。
　ティナ・ブルックスはけしてハデではな
いのですが、トツトツとブルージーなテナー
を吹きます。Ｒ＆Ｂバンドの出身のせいで
しょうか？また、作曲、編曲の能力も特筆
すべきものを持っています。スタンダードと
勘違いしそうな曲が一杯あるんですよ。で
はここらへんで、私の持っている3枚のア
ルバムを簡単にご紹介します。
　まずはティナの代名詞と言える“TRUE 
BLUE”①。生前に発売された唯一のア
ルバムです。1曲目は「これぞハードバッ
プ！」って感じの重厚なテーマからアーシー
な演奏が始まります。5曲目はフレディ・ハ
バードとの折り重なるようなテーマがカッ
コ良く、疾走感のある演奏です。尚、この
6日前に録音されたフレディ・ハバードの
デビュー盤”OPEN SESAMI”でもテ
ナーを吹いていて、曲も2曲提供していま
す。タイトルチューンの “ O P E N  
SESAMI”と”GYPSY BLUE”。どちらも
エキゾチックで印象的な名曲です。
　次に幻の名盤“BACK  TO  THE  
TRACKS”②。1曲目のタイトルチューン
もいいのですが、2曲目の”STREET  
SINGER”が圧巻です！実はこの1曲は
ジャッキー・マクリーンの名盤“JACKIE’S 

BAG”のセッションから持って来たんです
ね。BLUE NOTE4000番台を代表する
1曲と言っても良いんじゃないでしょうか？
同じ日のセッションでジャッキー名義もあ
ればティナ名義もある！当時のシステムは
自由だったのかいい加減だったのか？どっ
ちでしょうね（笑）
　最後に”MIMOR MOVE”③。録音順
ではこれが最初の作品になります。
（1958年録音）これも1980年までお蔵
入りでした。全く不思議です。内容は超ゴ
キゲンなハードバップ！メンバーがリー・
モーガン（ｔｐ）、ソニー・クラーク（piano）,
ダグ・ワトキンス（bass）、アート・ブレイ
キー（dr）。どうです！無敵のメンバーで
しょ。悪いわけが無いですね。
　実は、持っていないのですが、もう1枚
ＣＤがあります。“WAITING GAME”。
（1961年録音）これも例によってお蔵入
りしていました。彼の最後の録音になりま
す。この記事を書くにあたって、聴いてみ
ようと思い、アマゾンで中古を注文したの
ですが、残念ながらまだ来ていません。
（涙）いつ来るのでしょうか？
　ティナ・ブルックスは1974年、42歳の
若さでこの世を去りました。ヘロイン中毒
が原因だったそうです。この時代の黒人
ミュージシャン達は、幸せだったのでしょう
か？現在、私達は彼らの演奏を「カッコイ
イ～」と思ってありがたく聴いていますが、
それに見合った名声や報酬を受け取って
いたのかな？それを思うと、ティナのテナー
も哀しく響いて聴こえる時があります。

▲① Toshiko Akiyoshi-Lew Tabackin Big Band/
Long Yellow Road

▲② Douglas Watkins/Watkins at Large

Jazz cafeJazz cafe元住吉の気軽な音楽会～Record Concert～

6月4日（日）／6月 18日（日） 午後1:30~午後4:30
イダナカ商店街／井田小学校正門前 イダカフェ 参加費￥500／飲み物￥500円（クッキー付き）

音楽を通して気さくに語り合える集い、それがJAZZ CAFEです。
【お知らせ】
ジャズカフェの開催時間、
進行内容が変更に！！
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“音楽”を演奏すること
When music is over, it’s gone in the air.
You can never capture it again.（Eric Dolphy アルバム：ラストデイトより） 

忘れてはいけない幻のテナーマン
腕は確かなのに何故か運命に見放されたテナーマン
“ティナ・ブルックス”のお話です。

４ビートに首ったけ連載6 長谷部  徹 
地元マスターのジャズ談話

BIANCA店主

４月例会の前半特集は「穐吉敏子とJAZZジャイアンツとの出会い」

▲①「TRUE BLUE」 ▲②「BACK TO THE TRACKS」 ▲③「MIMOR MOVE」

Every Friday is a jazzy night,Let's heal the fatigue of work

Mマガジン持参の方お1人様1回につき、1ドリンクサービス！

毎週金曜日
元住吉駅西口下車、ブレーメン通りを抜け徒歩12分。井田小学校正門前

音響装置はKT-88/6L6の真空管アンプで、暖かな音色がより疲れを癒します。
金曜日の夜は、元住吉、井田小学校正門前のジャズ喫茶で!!

Cool Down j.の音響装置
★アンプ：CAV T-88a、6L6自作、
　ONKYO A-913
★スピーカーシステム：
　タンノイ・バークレー、ティアック。
★プレーヤー：コスモ７８回転仕様。
★ＣＤプレーヤー：パイオニア。

天井が高く、残響もとても心地よい空間で
す。その特性を生かし大きな音で聴くのではな
く、ホールで聴くライブ感覚をこのカフェは醸し
出しています。週末のこともあり、店の名前は”
Cool Down j.”。一週間の疲れを安らげる無
理のないサウンドで、心を癒して帰途につい
ていただきたい。おいしいコーヒーとお酒。お
つまみをご用意しています。

ジャズカフェで
月2度の
音楽談義をしませんか？

▲CAV T-88a

　一度くらい、経験したことがあるよね。
　挫折というものを。
　でも心の底からもう立ち直れないと思った
あの時の気持ちと、単なる怠惰から「もうい
いや」って思って投げ出したあの時の気持
ちは、言葉が同じであっても何かが同じじゃ
ない。
　挫折ってなんだろう。
　「ギターを始めてみたけど1ヶ月で諦めた」
　「ランニング始めたけど3日と続かず」
　「ダイエット…気づけばお菓子食べてる」
　短期間で心折れてしまったこんなケース
には、そもそも志が折れてしまうほどの芯自
体が最初っからない。詰まるところ挫折っ
て、むしろ順調だった人の背中合わせで同
時進行しているものだと思う。
　走り始めの車が壁にぶつかったときより
も、時速100kmで走ってる車が壁にぶつ
かったときの方が損傷が大きい。そしたらもう
二度と車は走れなくなってしまうかもしれな
い。運良く直ったとしても、それまでのように
勢い良く走るにはそれなりの時間がかかっ
てしまう。

　普段、僕らは決まり文句のように「若い内
に挫折をした方が良い」って言葉を耳にする。
でも、僕は決してそれが良いことだとは思っ
ちゃいない。人生は常に順調であることに越
したことはないし、挫折という言葉を知らない
くらい明るく生き続けられたら一番幸せだっ
て思う。だけど人はそんなに不感症ではない
から、壁に当たることや「どうしたら良いんだ
ろう」と感じることが当たり前のようにあるん
だよね。打ちひしがれたままじゃいけないって
ことはわかってる。きっと自分が一番よくわ
かってる。でも心ない人は言うよね。「根性で
立ち上がれ」って。この気持ちはそんなこと
じゃ立ち直らなそうのに。
　本当の挫折から立ち直るには、根性だけ
じゃどうにもならない。
　挫折から立ち直るには、「その時自分の
周に誰がいるか」ってことが大切だと思う。
派手に転んだときに立ち上がるためには、
必ず誰かの救いの手が必要。僕らのこれま
での人生、一生懸命生きてきたなら必ず側
に力を貸してくれる人がいる。すぐには思い
つかなくても、今までは気付く機会がなかっ

ただけで必ずどこかで出逢えてる。故障した
車は気合いなんかじゃ動かない。サポートし
てくれる仲間がいて初めてまた動き出す。だ
から、人生はそんな大切な仲間たちと出逢う
ために、「気持ち」を持ってやってかなきゃ
ね、ってことだと思う。
　僕らくじら座は、先日牧野ケントの出身地
である静岡市駿河区の公式キャラクター応
援ソングの発表会をさせて頂きました。
　今後は静岡だけでなく、このMマガジンを
通じ定期的にライブをさせて頂いている「イ
ダカフェ」さんや元住吉の皆さまにも「一緒
に頑張りましょう」と声を掛け続けて頂けるよ
うなユニットを目指します。
　いつの日かそんな街と街が結びつく架け
橋のような存在となれるよう、今後も地道に
活動に勤しみたいと思います。

挫折が架け橋になる日 くじら座・牧野ケント

　何やら、タイトルが仰 し々くなってしまい
ましたが、今回は遡ること五ヶ月前にある
障がい者施設で演奏した時のことを、こ
の言葉を聞いて思い出したので、しばしお
付き合いいただきたいと思います。
　1月の寒い日でありました。東京駅から
新幹線に乗り長野県の軽井沢にごく近
い小諸という場所にその施設はありまし
た。浅間山の麓のとても綺麗なところで、
辺りは一面雪景色。関東では味わえない
ような銀世界でした。そこで一泊して、施
設の利用者さんと触れ合うという企画で、
今回は楽器作りと作った楽器で一緒に
演奏しよう、ということをメインプログラム

として用意していきました。楽器作りは大
成功、利用者さんもとても楽しんで手作り
楽器を演奏してくれました。
　そして、なんとその一環として僕のサッ
クスによるコンサートも開かせていただき
ました。みんなが知っているような童謡や、
アニメソング、ジャズスタンダードを数曲ほ
ど演奏させていただきました。その際に、

普段無口な方が僕のサックスに合わせて
一緒に歌ってくれたり、話しかけてもあまり
反応しない方が手拍子を一緒にしてくれ
たりしてくれたのです。そこで、音楽はどの
ような人にも影響を与えることができて、
いろいろな作用を与えるものなのだな、と
いうことを改めて認識させてくれる非常に
素晴らしい機会でした。
　また、その日の夕食後に、食堂のホー
ルからピアノの音が聞こえてきました。の
ぞいてみると、ある利用者さんがピアノを
弾いていたのです。僕は何か面白そうなこ
とが出来そうだと思い、すぐさま楽器を
持って彼の隣に着くと一緒に演奏を始め
ました。彼は同じフレーズを繰り返し演奏
していたのですが、そのフレーズは僕の耳
にはジョン・コルトレーンの『至上の愛』の
ように聞こえたので、そのメロディー（テー
マ）を吹いてみたところ、彼の伴奏もだん

だんと変化していき、とうとう『至上の愛』
そのもののような感じになって行ったので
した。彼はきっとこの楽曲を聞いたことが
ないのに、一緒に音を出して演奏していく
うちに、二人のベクトルが重なり合って、
一つの形（演奏）になったのではないかと
考えました。音楽は言葉をも超えて、何か
を共有する不思議な力があるのだな、とい
うことも体験できた出来事でした。

レコード喫茶「ジャズカフェ」の音響環境

▲長野県小諸から見た浅間山

▲手作りカズー

▲演奏中

　音楽を聴くにはホールまたはライブ会
場で、楽器の生の音によるまとまったハー
モニーサウンドを聴くのが一番です。しか
し、必ずしもそれが出来ない場合でも自宅
でレコード、ＣＤに記録された音を聴く楽し
みができます。
　それらの音を表現するのにプレーヤー、
アンプ、スピーカーが必要で、一般的に

オーディオは「音の入口と出口で音が決ま
る」と言われています。つまり、プレーヤー
（カートリッジ）、スピーカーが大きな要素なの
です。
　特にスピーカーは大きく分けると、ジャズ
の「JBL」、クラッシックは「TANNOY」と言
われています。
　レコード喫茶「ジャズカフェ」は、イダカフェ

が、ホールの様に天井が高く、残響もとて
も心地よい空間なので、その特性を生か
しあえてクラッシックのTANNOYの38cm
同軸型ユニットであるHPD385Aを搭載
した「BERKELEY」を使用しています。そ
れが「ジャズ・サウンド」を造り出し、カフェ
空間を心地良く演出しています。
　またアンプも「BERKELEY」と会いまっ
たKT-88、6Ｌ6の真空管アンプで駆動し
ています。（S・T記）


